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毎
年
8
月
1
日
を
基
準
日
と
し
て
前
年
中

の
所
得
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
と
老
人
保

健
の
医
療
費
に
か
か
る
自
己
負
担
額
を
判
定

し
ま
す
。�

　
判
定
の
結
果
、
下
記
の
要
件
に
該
当
す
る

方
が
、
申
請
を
行
え
ば
限
度
額
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。�

（
該
当
す
る
方
に
は
、7
月
中
に
通
知
を
い
た

し
ま
す
。）�

要
件
に
該
当
す
る
方�

①
老
人
医
療
受
給
者�

区
分
Ⅱ
：
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
あ
る
人�

区
分
Ⅰ
：
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
世
帯
の
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
人�

②
70
歳
以
上
の
高
齢
受
給
者�

区
分
Ⅱ
：
同
一
世
帯
の
世
帯
主
と
全
て
の
国
保
被
保

　
　
　
　
険
者
が
住
民
税
非
課
税
で
あ
る
人�

区
分
Ⅰ
：
同
一
世
帯
の
世
帯
主
と
全
て
の
国
保
被
保

　
　
　
　
険
者
が
住
民
税
非
課
税
で
あ
っ
て
、
そ
の

　
　
　
　
世
帯
の
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
人�

●
登
録
に
つ
い
て�

　
　
登
録
手
数
料�

　
　
　
　
一
頭
　
　
３，
０
０
０
円�

●
狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て�

　
　
注
射
済
票
交
付
料�

　
　
　
　
一
頭
　
　
　
５
５
０
円�

　
毎
年
1
回
必
ず
受
け
て
く
だ
さ

い
。
対
馬
市
で
は
４
月
か
ら
6
月

ま
で
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
時
期
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

方
は
、
近
く
の
動
物
病
院
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　
料
金
に
つ
い
て
は
動
物
病
院
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
注
射
を
受
け

た
ら
動
物
病
院
で
予
防
注
射
済
証

明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す
の
で
市
役

所
、
各
支
所
へ
持
参
く
だ
さ
い
。

飼
い
主
の
責
任
を�

　
　
　
　
果
た
し
ま
し
ょ
う�

○
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
犬
を
散
歩
さ
せ
る
場
合
に
は
、

フ
ン
収
集
用
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど

を
持
参
し
、
必
ず
持
ち
帰
っ
て
処

理
し
ま
し
ょ
う
。

○
鳴
き
声
や
悪
臭
で
近
所
の
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
飼
育
場
所
及
び

そ
の
周
囲
は
常
に
清
潔
に
し
、
正

し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
不
幸
な
犬
を
増
や
さ
な
い
た
め

に
も
、
避
妊
・
去
勢
手
術
を
検
討

し
繁
殖
の
制
限
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
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「
現
在
お
持
ち
の
限
度
額
・
標
準
負
担�

　
　
額
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
は
、�

　
　
　
　
　
平
成
18
年
7
月
31
日
で
す
」�

限
度
額
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
に
つ
い
て�

国 保 だ よ り �

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
生
涯
一
度
の
登
録�

と
毎
年
1
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
新
た
に
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
や
今
年
度
予
防
注
射
を
未
実
施
の
方
は
、�

次
に
よ
り
実
施
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。�

犬
の
飼
い
主
の
皆
様
へ

犬
の
飼
い
主
の
皆
様
へ�

�

犬
の
飼
い
主
の
皆
様
へ�

�

■
お
問
合
せ�

市
役
所
市
民
課
ま
た
は
、�

各
支
所
住
民
生
活
課
ま
で�

社
会
保
険
事
務
局
の
出
張
相
談
の
お
知
ら
せ�

　
　
◎
8
月
10
日
（
木
） 

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
対
馬
総
合
セ
ン
タ
ー�

（法改正により、食事標準負担額が1日あたりから1食あたりに改�

正されました。）�

　※70歳未満の方についても住民税非課税世帯に属する方は、�

入院時の食事標準負担額の減額が適用されますので、保険課また�

は各支所住民生活課で手続きをしてください。�

　不明な点がございましたら、お気軽にお問い合わせください。�

  【担当窓口】 本庁保険課　国保老人保健班　☎58－1118�
　　　　　　または各支所　住民生活課まで�

【1か月の自己負担限度額】�
（区分につきましては、認定証に表記しております。）�
�

区　　　　分�
�

自己負担限度額�

外来のみ         入院＋外来�
�一　般（住民税課税世帯）      12,000円         44,400円�

�
減額認定証の交付を受けた場合�
�

住民税非課税�
世帯�
�

区分Ⅱ�
� 8,000円�

�

24,600円�

15,000円�

�

区分Ⅰ

区分Ⅱ�
�

区分Ⅰ

【1食の入院時食事標準負担額】�
（区分につきましては、認定証に表記しております。）�
�
一　　般　 （住民税課税世帯）              260円�
�住

民
税
非
課
税
世
帯�

�

90日までの入院　　　　　　  210円�
�90日を超える入院�
（過去12ヶ月の入院日数）� 160円�

�
100円�
�



本
体
装
置
お
よ
び
ペ
ン
ダ
ン
ト
型
発
信
装
置
価
格  

￥
5
0,
0
0
0
円
／
1
セ
ッ
ト�

　
▼
※
但
し
1,
0
0
0
台
ま
で
は
県
の
補
助
に
よ
り
￥
3
3,
3
3
4
円
と
な
り
ま
す
。�

　
　
な
お
、
工
事
費
は
別
途
、
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。�

　
◎
加
入
申
込
の
方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
漁
業
又
は
県
漁
業
無
線
協
会�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
0
9
5
‐
8
4
6
‐
1
8
1
0
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。�

●対馬市民一人一日あたりのごみ排出量　＝　860.9グラム　（昨年比△8.8グラム）�

　対馬クリーンセンターに搬入された一般廃棄物は、平成17年度一年間で12,239トン。16年度より452トン

の減となりました。（人口は17年度末現在で38,951人、昨年比△1,032人）

●対馬市民一人あたり一般廃棄物の処理費用　＝　16,823円（昨年比1,851円増）�

　ごみの量は減りましたが、処理費用は16年度より5,664万円増加して6億5,526万円となりました。（収集運

搬費用、施設維持費、島外搬出費用等の塵芥処理費のみ）

　これは、久田不燃物捨場適正閉鎖対策等の新規事業の増（3,933万円）が主な要因です。この要因を除いて

算定した場合、塵芥処理費用は6億1,593万円となり、一人あたりの処理費用は、15,813円（昨年比841円

の増）となります。昨年度の燃料費の高騰が、ごみ処理費用にも影響しました。

　
6
月
の
環
境
月
間
に
あ
わ
せ
て
、
不
法
投
棄

合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
山
林
や
道
路
等
に
、
大
量
の
生

活
ご
み
や
電
化
製
品
等
が
不
法
に
投
棄
さ
れ
た

り
、
放
置
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
不
法
投

棄
は
、
景
観
を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
環
境
汚

染
を
招
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
廃
棄
物
の
「
野
焼
き
」
は
黒
煙
や
悪

臭
が
発
生
し
、
近
隣
に
対
し
て
大
き
な
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
家
庭
の
庭
先
で
、
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
を

積
み
上
げ
た
だ
け
の
炉
で
ご
み
を
焼
く
こ
と
も

「
野
焼
き
」
と
同
じ
行
為
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

（
農
業
者
が
行
う
稲
わ
ら
の
焼
却
な
ど
例
外
的

に
認
め
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
）

　
こ
の
よ
う
な
「
不
法
投
棄
」
や
「
野
焼
き
」

は
重
い
罰
則
（
5
年
以
下
の
懲
役
又
は
1
千
万

以
下
の
罰
金
）
が
科
せ
ら
れ
る
犯
罪
行
為
で
す
。

　
ご
み
は
分
別
、
減
量
化
に
努
め
、
決
め
ら
れ

た
方
法
で
適
正
に
処
理
し
、
生
活
環
境
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
乗
組
員

が
漁
船
か
ら
転
落
し
た
場
合
に
、

漁
船
に
搭
載
し
た
装
置
が
転
落

を
瞬
時
に
検
知
し
、
本
県
の
沿

岸
海
域
を
カ
バ
ー
す
る
海
岸
局

を
経
由
し
て
統
制
局
に
緊
急
信

号
を
送
り
、
船
名
、
位
置
等
を

正
確
に
察
知
し
た
統
制
局
は
、

海
上
保
安
部
等
に
直
ち
に
救
助

要
請
を
行
う
ほ
か
、
直
接
周
辺

漁
船
へ
救
助
要
請
を
行
う
こ
と

が
可
能
と
な
る
画
期
的
な
救
助

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
ま
た
、
転
落
検
出
装
置
が
作

動
す
れ
ば
、
同
時
に
エ
ン
ジ
ン

非
常
停
止
装
置
（
漁
船
に
よ
り

追
加
工
事
が
必
要
）
が
機
能
し

て
漁
船
は
停
止
し
、
併
せ
て
救

命
胴
衣
を
着
用
す
る
こ
と
で
転

落
に
よ
る
死
亡
事
故
が
ほ
ぼ
防

止
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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林道横の斜面に不法投棄されたごみ�

不法投棄、野焼きは�
犯罪行為です。�

平成17年度のごみ排出量と処理費用�

転
落
事
故
か
ら
乗
組
員
を
守
る�

小
型
漁
船
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て�

　
　
　
　
〜
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
際
、
県
の
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
〜�

比田勝港�

鴨居瀬局�

豆酘局�

郷ノ浦局�

上県局�

鯛ノ鼻局�

小値賀局�

八本木局�
野母局�

統制局統制局�
長崎県漁業無線局長崎県漁業無線局�
統制局�
長崎県漁業無線局�

緊急通報先に�
電話�

船舶を識別する信号船舶を識別する信号�
位置信号位置信号�
船舶を識別する信号�
位置信号�

　 緊急信号を緊急信号を�
発信しましたか？発信しましたか？�
　 事故ですか？事故ですか？�

　 緊急信号を�
発信しましたか？�
　 事故ですか？�
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農 林 課 コ ー ナ ー �
　
森
林
は
、
水
を
蓄
え
、
調
整
し
て
流
す

働
き
、
土
砂
崩
れ
な
ど
を
防
ぐ
働
き
、
地

球
温
暖
化
を
防
ぐ
働
き
、
酸
素
の
供
給
な

ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
重
要
な
働

き
を
し
て
い
ま
す
。�

　
も
し
無
秩
序
な
森
林
の
伐
採
を
行
う
と

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
昭
和

40
年
代
の
高
度
成
長
期
に
、
全
国
で
無
秩

序
な
森
林
開
発
が
進
み
、
各
地
で
い
ろ
ん

な
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
。�

　
森
林
の
持
つ
働
き
は
、
地
域
社
会
の
健

全
な
発
展
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
一
度
こ

れ
ら
の
機
能
を
無
視
し
た
開
発
を
行
っ
て

し
ま
う
と
、
そ
の
機
能
を
回
復
さ
せ
る
に

は
、
長
い
年
月
と
膨
大
な
費
用
が
か
か
り

ま
す
。�

　
そ
の
た
め
、
森
林
に
お
い
て
伐
採
・
開

発
等
を
行
う
場
合
に
は
、
森
林
法
に
よ
り

許
可
や
届
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
開
発
行
為
に
つ
い
て
は
、
森
林
の
持

つ
機
能
を
阻
害
し
な
い
よ
う
適
正
な
開
発

を
行
う
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
開
発

行
為
者
等
は
こ
れ
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
無
届
の
伐
採
に
対
し
て
は
、

三
十
万
円
以
下
の
罰
金
な
ど
の
罰
則
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
森
林
に
お
い
て
次
の
行
為
を
行
う
場
合
、

そ
の
内
容
ご
と
に
次
の
手
続
き
を
行
っ
て

下
さ
い
。�

�

●
樹
木
の
伐
採�

　
木
材
や
チ
ッ
プ
・
し
い
た
け
原
木
生
産

な
ど
の
た
め
の
伐
採
（
間
伐
な
ど
の
保
育

伐
採
を
含
む
）
及
び
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満

の
開
発
行
為
に
伴
う
伐
採
は
、
伐
採
届
を

対
馬
市
役
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

�
●
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
開
発�

　
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
開
発
行
為
の
場

合
は
、
長
崎
県
対
馬
地
方
局
に
林
地
開
発

許
可
申
請
を
提
出
し
、
知
事
の
許
可
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
許
可
及
び
届
け
に
つ

い
て
の
質
問
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
対
馬

市
農
林
課
ま
た
は
、
長
崎
県
対
馬
地
方
局

林
業
課
・
森
林
土
木
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。�

�

連
絡
先�

○
対
馬
市
農
林
課�

　
☎
０
９
２
０
‐
５
３
‐
６
１
１
１�

○
対
馬
地
方
局
林
業
課
・
森
林
土
木
課�

　
☎
０
９
２
０
‐
５
２
‐
０
３
１
８�

　長崎県では、森林を健全な形で次の世代に引き継ぐた

め、社会全体で支え合う「森林保全を目的とした税」の

創設を検討しており、次のとおり説明会を開催しますの

で、多くの市民の皆様の参加をお願いいたします。�

　なお、県のホームページで「森林保全に関する税創設

についての基本的な考え」を公開し、パブリックコメン

トを実施しています。市民の皆様のご意見をお聞かせく

ださい。�

 ●地域説明会の開催�

　日　時…８月10日（木）　19時から（約１時間半程度）�

　場　所…対馬市商工会厳原支所�

 ●パブリックコメント�

　県のホームページ　http://www.pref.nagasaki.jp/�

　期間：７月14日から８月31日まで�

　ご意見は、郵送・ＦＡＸ・電子メールで�

【問い合わせ先】�

　長崎県林務課計画調整班（☎直通095‐895‐2983 ）�

　〒850‐8570 長崎市江戸町２‐13�

　ＦＡＸ　095‐895‐2596�

　電子メール　moridukuri@pref.nagasaki. lg.jp�

　長崎県税務課企画管理班（☎直通095‐895‐2212 ）�

　長崎県対馬地方局林業課（☎直通0920‐52‐0318 ）�

　細菌性食中毒は、気温が高くなるこの時期に多発する

傾向があります。食品の取扱いについては次のことを守

り食中毒を予防しましょう。�

１  つけない�

　○調理する人は必ず手をよく洗いましょう。○調理前

　の肉や魚の汁が、果物や野菜など生で食べるものや調

　理済みのものにかからないようにしましょう。�

２  増やさない�

　○冷蔵や冷凍が必要な食品は、冷蔵庫・冷凍庫に保存

　しましょう。○調理は迅速に行い、調理前、調理後の

　食品は室温に長く放置しないようにしましょう。�

３  退治する�

　○包丁やまな板は、良く洗い、熱湯で消毒しましょう。

　○加熱するときは、食品の中心部まで十分に加熱しま

　しょう。�

特に家庭では、次のことに注意してください。�

　○食べ物を前日から作り置きしたり、車のトランクや

　直射日光の当たる場所に置いたりしないようにしまし

　ょう。○手に傷のある人や指輪・腕時計をしたままの

　人は、おにぎり等直接手で食品に触れる調理をしない

　ようにしましょう。�

【問い合わせ先】�

　対馬保健所衛生環境課　☎0920‐52‐0166

「県民参加の森林づくり地域説明会」の�
お知らせ�

も    り�
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■と　　き　９月７日（木）　午後１時30分から午後３時40分まで�

■と こ ろ　厳原町中村642番地１�

　　　　　　長崎地方裁判所厳原支部１号法廷（２階）�

■内　　容　１．ビデオ上映 （ある放火事件の審理　20分）�

　　　　　　２．裁判員制度ポイント解説（長崎地方裁判所長）�

　　　　　　３．質疑応答�

　　　　　　　　長崎地方裁判所長、長崎地方裁判所厳原支部長�

■募集人員　40名�

■募集期間　７月18日（火）から８月31日（木）�

　　　　　　（土、日、祝日を除く午前９時から午後５時まで）�

■申込方法　電話により、先着順で40人になり次第締め切ります。�

■申 込 先　長崎地方裁判所厳原支部庶務係　☎0920‐52‐0067

　日本国内で就労する限り国籍を問わず、

労働者（パート、アルバイト含む）は労働

基準法等の労働関係法令の適用を受けま

す。外国人労働者等を雇用する事業主の

方は外国人労働者を含む全ての労働者の

適正な労働条件の確保に努めてください。�

　なお、外国人の方を新たに雇い入れる

際は、不法就労を防止するために在留資

格等の確認を確実に行ないましょう。�

外国人労働者の�
適正な雇用・労働条件の確保と�
不法就労の防止に理解と協力を�

外国人労働者の�
適正な雇用・労働条件の確保と�
不法就労の防止に理解と協力を�

長崎労働局 労働基準部監督課�
職業安定部職業対策課�

平成18年12月９日（土）～14日（木）�
※指定する３日（航空課程のみ）�第三次試験日�

平成18年10月18日（水）～21日（土）�
※指定する日（航空課程は２日）�第二次試験日� 平成18年12月18日（月）�

平成18年７月18日（火）　９：00�
　　　　～同年７月25日（火）　17：00インターネット� 平成18年８月24日（木）　９：00�

　　　　～同年８月30日（水）　17：00

平成18年７月18日（火）�
　　　　　　　　　～同年８月１日（火）�郵送又は持参� 平成18年８月24日（木）�

　　　　　　　　　～同年９月５日（火）�

海 上 保 安 学 校 �区　分�
項　目� 海 上 保 安 大 学 校 �

船舶運航システム課程・・・・・・・・約70名�
航空課程・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約10名�
情報システム課程・・・・・・・・・・・・約40名�
海洋科学課程・・・・・・・・・・・・・・・・約10名�

試験の区分・�
　採用予定数� 約45名�

平成18年９月24日（日）�第一次試験日� 平成18年10月28日（土）10月29日（日）�

受 験 資 格�

昭和61年４月２日（海上保安学校学生は昭和58年４月２日）以降に生まれた者で次
に掲げるもの�
（１）高等学校を卒業した者及び平成19年３月までに高等学校を卒業する見込みの者�
（２）中等教育学校を卒業した者及び平成19年３月までに中等教育学校を卒業する見
　　込みの者�
（３）高等専門学校の第３学年の課程を修了した者及び平成19年３月までに高等専門
　学校の第３学年の課程を修了する見込みの者�
（４）高等学校卒業程度認定試験（廃止前の大学入学資格検定を含む。）に合格した者
　　等人事院が（１）、（２）に掲げる者と同等の資格があると認める者�

受
付
期
間�

● 
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区　　　　分� 資　　　　　格� 受付期間� 一次試験� 試験会場�

航空学生� 高卒（見込含）21歳未満の者�

８月１日�

～�

９月８日�

上記期間�
（※年間を通じ受付）�

９月17日�
（受付時に通知）�

18歳以上24歳未満の者�

18歳以上27歳未満の者�

一般曹候補学生�

曹候補士�

２等陸・海・空士（女子）�

２等陸・海・空士（男子）�

９月23日�

９月16日�

９月24・25日�

対馬島内�
（受付時に通知）�

受付時に通知�

対馬島内�

受付時に通知�

● 問合せ先・・・・・自衛隊長崎地方連絡部　対馬駐在員事務所　☎０９２０‐５２‐０９０８�




